
第
三
章
　
創
造
的
復
興
へ
の
軌
跡

第
一
節
　
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
の
歩
み

一
　
世
界
初
の
高
齢
社
会
下
の
都
市
災
害

　
阪
神・淡
路
大
震
災
は
、甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、成
長
社
会
か
ら
成
熟
社
会
へ
の
転
換
点
で
発
生
し
、人
々

に
社
会
の
あ
り
様
そ
の
も
の
を
問
い
か
け
た
災
害
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
被
災
地
主
体
の
復
興
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

大
震
災
を
教
訓
に
い
か
に
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
成
熟
社
会
を
切
り
拓
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　
大
震
災
発
生
か
ら
の
復
興
の
取
組
は
、迅
速
に
進
め
ら
れ
た
。
直
後
か
ら
復
興
に
つ
い
て
の
検
討
が
開
始
さ
れ
、平
成
七
（
一

九
九
五
）
年
一
月
三
十
日
に
は
兵
庫
県
災
害
対
策
総
合
本
部
の
中
に
兵
庫
県
南
部
震
災
復
興
本
部
（
本
部
長
：
知
事
）
が
設
置
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
震
災
復
興
事
業
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
三
月
十
五
日
に
は
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
復
興
本
部
」
が
発
足
し
た
。
発
災
か
ら
約
三
カ
月
足
ら
ず
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
そ
し
て
七
カ

月
後
に
は
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
が
公
表
さ
れ
、
復
興
へ
の
取
組
が
本
格
化
し
た
。

　
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
、
地
方
が
主
体
と
な
っ
て
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
を
政
府
が
支
援
す
る
と
い
う
枠
組
み
の
下
で
進
め
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ら
れ
た
。
国
に
お
い
て
は
、
関
東
大
震
災
時
の
帝
都
復
興
院
の
よ
う
な
国
が
直
轄
で
復
興
事
業
を
行
う
組
織
を
設
け
る
の
で
は

な
く
、
阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
（
委
員
長
：
下し

も
河こ

う
辺べ

淳あ
つ
し
東
京
海
上
研
究
所
理
事
長
）
の
意
見
や
提
言
を
踏
ま
え
、
阪
神
・
淡
路

復
興
対
策
本
部
（
本
部
長
：
内
閣
総
理
大
臣
）
が
政
府
内
の
総
合
調
整
を
行
い
被
災
地
の
復
興
計
画
の
実
現
を
支
援
す
る
体
制
が

と
ら
れ
た
。
復
興
に
当
た
っ
て
兵
庫
県
は
、
二
一
世
紀
を
見
据
え
て
あ
る
べ
き
社
会
の
実
現
を
目
指
す
創
造
的
復
興
を
掲
げ
た
。

兵
庫
県
知
事
貝か
い

原は
ら

俊と
し

民た
み

は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
、
単
に
震
災
前
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
て
二
一
世
紀
に
も
通
用
す
る
地
域
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
し
た
復
興
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

た
。
一
つ
は
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
活
復
興
で
あ
る
。
二
つ
は
、
官
主
導
集
権
型
か
ら
民
自
律
分
権
型
へ
の
構
造
転
換
で
あ

る
。
三
つ
は
、
近
代
都
市
文
明
の
脆
弱
性
の
克
服
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
ら
を
織
り
込
ん
だ
復
興
を
「
創
造
的
復
興
」
と
し
て

提
唱
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（『
神
戸
新
聞
』
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日
）。

　
後
の
東
日
本
大
震
災
で
も
、
政
府
の
復
興
構
想
会
議
創
設
の
閣
議
決
定
の
中
で
、
単
な
る
復
旧
で
は
な
く
未
来
へ
向
け
た
創

造
的
復
興
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
た
。
同
会
議
が
と
り
ま
と
め
た
「
復
興
へ
の
提
言
～
悲
惨
の
な
か
の
希
望
～
」
で
も

創
造
的
復
興
に
向
け
た
考
え
方
な
ど
が
打
ち
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
後
に
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回

国
連
防
災
世
界
会
議
で
は
、
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
と
い
う
世
界
的
共
通
目
標
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
の
取
組
の
経
験
や
教
訓
が
生
か
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
の
下
、
一
〇
年
間
に
わ
た
り
、
国
、
県
、
市
町
、
民
間
あ
わ
せ
て
一
六
兆
三
〇
〇
〇
億
円
の
事

業
費
を
か
け
一
一
五
八
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
被
災
地
の
人
口
は
一
部
を
除
き
震
災
前
水
準
を
回
復
し
、
高
齢
者
の
自
立
支
援

や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
い
っ
た
課
題
は
残
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
〇
年
間
で
被
災
地
の
復
興
は
総
じ
て
着
実
に
進
展
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し
た
。
な
お
、
復
興
事
業
を
進
め
る
際
に
、
県
や
被
災
市
町
で
は
多
額
の
地
方
債
の
発
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
、
後
年

度
の
財
政
圧
迫
を
招
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
史
上
初
の
復
興
特
別
税
が
創
設
さ
れ
復
興
財
源
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。

　
震
災
一
〇
年
の
節
目
に
当
た
っ
て
は
、
復
興
一
〇
年
委
員
会
（
座
長
：
新に

い
野の

幸こ
う

次じ

郞ろ
う

神
戸
都
市
問
題
研
究
所
理
事
長
）
の
下
で
復

興
の
総
括
検
証
が
行
わ
れ
た
。
大
震
災
の
被
害
、
復
旧
・
復
興
の
取
組
を
通
じ
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
や
共
生
社
会
づ

く
り
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
た
。
毎
年
一
月
十
七
日
を
県
条
例
で
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
と
定
め
、
こ
の
時
期
を
中
心
に
震
災
の

経
験
や
教
訓
を
次
の
世
代
や
他
の
地
域
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
活
か
し
備
え
る
取
組
が
行
わ
れ
広
く
発
信
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
　
緊
急
・
応
急
対
応
期
（
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
八
月
ま
で
）

　
大
震
災
に
よ
り
多
く
の
人
々
が
被
災
し
、
避
難
所
の
生
活
環
境
の
改
善
や
早
期
の
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
、
被
災
し
た
イ
ン

フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を
は
じ
め
、
様
々
な
取
組
が
急
が
れ
た
。
そ
う
し
た
中
、
創
造
的
復
興
を
目
指
し
、
阪
神
・
淡

路
震
災
復
興
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金
や
被
災
者
復
興
支
援
会
議
な
ど
、
地
方
主
体
の
復

興
を
支
え
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
た
。
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